
英会話短期特別コース（C3）が始まりました

• 語学センター主催の英会話短期特
別コース（C3 [c-cube] ）が始まりまし
た。

• C3では、語学センターのドライアー准
教授を講師に、1回の事前セッション
＋5回の本セッション（各45～90分）
で合計6回行われ、本日1回目のセッ
ションが行われました。

• 残り4回（2/15, 2/17, 2/20, 2/21)の
セッションも、講義棟301で行われま
す。

2023年2月13日



2022年度第2回 TOEIC Speaking & Writing (S&W)を実施します

2023年2月7日
• 11月の実施に続き、今年度第2回目のTOEIC 

S&W IPテストを先着40名を対象に実施します。

• 年度最後の英語のスピーキング力とライティン
グ力の把握として、ご活用ください。受験料は無
料ですので、お気軽にお申し込みください。

• 試験日時、受験申込方法、受験申込日時など
の詳細はLiveCampusメールをご参照ください。

• TOEIC S&Wテストの詳細は以下のサイトをご参
照ください。

• https://www.iibc-
global.org/toeic/test/sw/about.html

https://www.iibc-global.org/toeic/test/sw/about.html
https://www.iibc-global.org/toeic/test/sw/about.html


図書館の多読コーナーがグループ閲覧室に移転しました

• 附属図書館内の多読コーナーが
AVコーナーからグループ閲覧室
（図書館2階）に移転しました。

• 本学の多読図書には、文学、歴史、
自然科学など、様々な分野のもの
が4,000冊以上揃い、充実してい
ます。

• 多読は英語学習と同時に知識も
広げてくれますので、気軽に始め
てみてはいかがでしょうか。

• なお、電子図書は以下のURLから
利用できます。

• https://booklog.jp/users/nutlib

2023年1月23日

https://booklog.jp/users/nutlib


2022年度英語多読マラソン表彰式を行いました

• 「2022年度英語多読マラソン」（語学センター
主催）の取り組みにおいて、4月～12月の9カ
月間で30万語の読量に到達した2名の方（1
名職員、1名学生）を対象に、表彰式を行い
ました。

• 継続して英語学習に取り組む姿勢と努力に
対して敬意を表して、武田雅敏副学長から
表彰状と副賞が授与されました。

• 今後も語学センターでは、学生の努力を認
め、英語力向上につながる取り組みを続け
てまいります。2019、2020年度と合わせて7, 
8人目の受賞者となりました。来年度も8名に
続く方が出ることを期待しています。

2023年1月17日



TOEIC Speaking & Writing (S&W)を実施しました

2022年11月7日
• 昨年度に引き続き、今年度もTOEIC S&W IPテストを

実施し、16名の学生と教職員が受験しました。

• TOEIC S&Wテストは今年度からオンライン受験形態
に一本化され、1週間の中で都合のいい時間帯で各
自のパソコンから受験をすることになりました。

• 英語を使ってコミュニケーションを取る際、4技能を統
合して使用する場面が多くあります。

• この実態に即し、語学センターでは英語の4技能をバ
ランスよく育成することを方針に掲げています。

• 日頃の英語学習への意識づけとして、また成果を測
る場として、受信力（L&R）だけでなく、発信力（S&W）
テストも充実させていく予定です。



本学と高専間での英語教育の連携について提案発表しました

2022年9月5日

• 全国高等専門学校英語教育学会（COCET）第
45回研究大会にて、本学と高専間での英語教
育における連携に関して提案発表を行いまし
た。

• データに基づき、英語教育上の連携の必要性
を述べ、関心を寄せてくださった複数の高専の
英語教員と情報交換できる組織を作りました。

• 今後、高専の先生方と連携しながら、双方の
英語教育改善につなげる取り組みを進めてま
いります。



本学学生向けに『英語多読学習ハンドブック』を刊行しました

2022年9月2日

• 「多読って何？」

• 「多読はどのように進めるの？」

• 「何で多読が大切なの？」

• など、学生からよく寄せられる疑問に答える内容を含んだ、『英
語多読学習ハンドブック』を語学センターから刊行しました。

• 多読のやり方や意義に加え、多読図書シリーズの紹介や、
SDGsも学べる多読図書リスト、SDGsクイズも含まれています。

• 以下のURLからアクセスできますので、多読をしている学生、
多読に関心がある学生は是非ご参照ください。

• https://www.nagaokaut.ac.jp/center/lang/tadoku_susume_032
7.files/nut_er_handbook.pdf

https://www.nagaokaut.ac.jp/center/lang/tadoku_susume_0327.files/nut_er_handbook.pdf
https://www.nagaokaut.ac.jp/center/lang/tadoku_susume_0327.files/nut_er_handbook.pdf


附属図書館多読コーナーから、自分が好きな図書を見つけやすくなりました

2022年9月2日• 多読図書は、大きく以下の４種類に分かれ、学生によっ
て好みも異なります。

• (1) Graded Readers (GR)：英語学習者を対象にした、レ
ベルごとに語彙や文法を制限して書いた読み物

• (2) Leveled Readers (LR)：英語母語話者の幼児、児童
を対象にした、一冊の語数などを基準にレベル分けして
書いた読み物

• (3) Children’s Books (CB)：英語母語話者の幼児、児童
を対象にした、レベル分けされていない読み物

• (4) その他一般書

• 附属図書館で、GRは赤色のシリーズ札、LRは青色のシ
リーズ札、CB黄色のシリーズ札、その他一般書は緑の
シリーズ札で色分けして設置されました。

• ORTやMr. Menが好きな人は青色、FRLやOBWが好き
な人は赤色の札を目印にして、好きな本、シリーズを見
つけてみてください。



本学の英語教育が本学広報誌『VOS』で紹介されました

2022年8月1日

• 本学の広報誌『VOS』で、語学センターの取り組
みが、「技大で国際体験」という特集の一部として
紹介されました。

• 以下のURLから電子版をお読みいただくことがで
きます。
https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/koho/kankob
utsu/2022.files/VOS222.pdf

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/koho/kankobutsu/2022.files/VOS222.pdf
https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/koho/kankobutsu/2022.files/VOS222.pdf


2022年度もTOEIC Speaking & Writing (S&W) IPテストを
人数限定で無料で実施します

2022年7月28日
• 2022年度もTOEIC S&W IPテストを人数限定で無

料で実施します（今後の試験実施を検討するため
のトライアルとしての位置づけのため）。

• 試験日時、受験申込方法、受験申込日時などの
詳細は9月初旬にメールとポスター掲示でお知ら
せします。

• 先着順での受付となりますので、受験希望の学生
は案内後、お早めに申し込みください。

• TOEIC S&Wテストの詳細は以下のサイトをご参照
ください。

• https://www.iibc-
global.org/toeic/test/sw/about.html

https://www.iibc-global.org/toeic/test/sw/about.html
https://www.iibc-global.org/toeic/test/sw/about.html


高専・本学学生用の英語教材（CLIL教材試作版）ができました

2022年5月1日

• 東京高専、長岡高専の先生方が中心となり、
本学の共同研究プロジェクトを通して、英語
と工学を統合して学ぶ教材の試作版を作成
しました。

• この教材は、英語を通して技術者倫理を学
べるように開発されたCLIL（内容言語統合型
学習）用教材です。

• タイトル：Task-based CLIL for Engineering 
Science: To enhance your engineering 
knowledge through English

• 今後も引き続き、本学、高専の学生に適した
教材開発を進めてまいります。



主催 語学センター

Step 1: 多読記録手帳を受け取る（物材棟507研究室前） or
多読記録用紙を語学センターHPからダウンロード

Step 2: 自分の英語力（最初はYL 1.5以下の本からスタート。WPM=100以上で読めて意味が分かる本を選ぶ）、関心に合うテー
マの本を選んで、じゃんじゃん読む（聞き読みする）。読んだ本は記録手帳に記録する。

Step 3: 10万語、20万語、30万語に到達したら素敵な景品が待っています！（到達したら記録手帳を

持って/記録データをメール添付して、基盤共通教育部・藤井までご連絡ください）

English Extensive Reading & Listening Marathon in 2022
語数カウント/景品受領期間：2022年4月1日～2022年12月23日

10万語 20万語 30万語
（素敵な賞状）

多読多聴は、
やさしく、たくさん、

ゆるく、ながく
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